
都市再生整備計画（第６回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 637 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 Ｈ１７ Ｈ２２

人／年 Ｈ１６ Ｈ２２

％ Ｈ１７ Ｈ２２

％ Ｈ１７ Ｈ２２

台／年 Ｈ１７ Ｈ２２28,800寺町駐車場の年間利用者数 寺町駐車場の年間利用者数（上越市の駐車場所管課による集計）
まちなか回遊観光のための駐車場の整備により、高田市街地を回遊する
観光客の増加が期待される 0

70%

観桜会期間の町家地区来訪者に占め
る本町商店街との回遊率

観桜会期間の整備施設来場者に占める、本町商店街に訪れた人の割合
（上越市文化振興課による集計）

まちなか回遊観光の実現により、高田市街地を回遊する観光客の増加に
伴う経済効果の創出が期待される 23.5% 70%

観桜会期間の町家地区来訪者に占め
る観桜会会場との回遊率

観桜会期間の整備施設来場者に占める、観桜会会場に訪れた人の割合
（上越市文化振興課による集計）

まちなか回遊観光の実現により、高田市街地を回遊する観光客の増加に
伴う経済効果の創出が期待される 48.5%

1,000,000

当該計画で整備する施設への年間来
場者数

当該計画により整備する施設への年間来場者数（上越市文化振興課に
よる集計）

まちなか回遊観光の実現により、高田市街地を回遊する観光客の増加に
伴う経済効果の創出が期待される 2,498 150,000

観桜会への来場者数 観桜会への来場者数（上越市観光企画課による集計）
城下町高田としての魅力を高めることにより、観桜会来場者の増加が期
待される 884,300

　人口減少・少子高齢化、商業の低迷などを背景とした空洞化が進む高田中心市街地活性化のための一手法として、交流人口拡大のための観光化の実現が課題となっている（課題１）。また、高田市街地の現状・特性を踏まえた高田らしい観光化の実
現が課題となっている（課題２）。
　課題１：観光化を契機とした経済効果の創出
　　⇒高田市街地における観光化を契機とした経済効果創出のための課題
　　　①高田地区における既存観光行事（観桜会、はす祭り、レルヒ祭など）の付加価値向上のための、城下町高田の歴史資源の観光面での活用
　　　②上記行事などへの観光客等の商業地区への誘導促進による一層の経済効果の創出
　　　③当市への観光目的以外の来訪者（ビジネスなど）の観光客化による一層の経済効果の創出
　　　④観光化を契機とした新産業の創出による地域経済の活性化
　課題２：高田らしい“まちなか回遊観光”の実現
　　⇒高田市街地の現状・特性を踏まえた”高田らしい観光化”実現のための課題
　　　①日本一の総延長を誇る雁木通りの活用など、市街地一帯に点在する歴史資源の活用（”点 ”を”線 ”に、”線 ”を”面 ”に拡げていくことが必要）
　　　②広大な高田中心市街地一帯への経済的効果の創出
　　　③地域住民の暮らしと調和した観光スタイルの実現

『歴史と文化が薫り、人が回遊するにぎわいとやさしさのまち』
　・上越市第５次総合計画では、基本計画における高田市街地の地域別整備計画として、上記の整備目標像を掲げており、城下町のまちなみや雪国の特性である雁木通りなど、歴史を感じさせるまちなみの保存と整備を行いながら、
　　中心市街地の活性化を図り、人々の集う、にぎわいのあるまちづくりを進めることとしている。
　・上越市都市計画マスタープランでは、地域別構想における高田駅周辺地域の都市整備方針として、「生活文化の拠点として若者を中心に多世代の市民が集まり歩けるまちづくり」を基本コンセプトに、「上越市の顔づくり」
　　「歴史・文化遺産の活用と観光ネットワークを意図した都市の再整備」「豊かな自然・歴史的環境を活かした個性あるまちづくり」などを推進することにしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 新潟県 上越市 高田雁木通り地区

計画期間 交付期間 22

大目標：城下町高田の歴史資源を活かした“まちなか回遊観光”を契機とした地域活性化
　目標１：まちなか回遊観光のための”魅力”と”利便性”の向上
　目標２：まちなか回遊観光を契機とした市民によるまちづくり活動の活性化
　目標３：地域住民の暮らしと調和したまちなか回遊観光の実現

　
　高田中心市街地は、江戸時代に高田城下町が形成されて以来、上越地域の商業の中心地としての役割を果たしてきたが、モータリゼーションの進展や人口減少・少子高齢化のほか、商業の低迷などを背景とした中心市街地の空洞化が進行して
おり、直江津中心市街地と合わせ活性化が当市の重要政策課題の一つとなっている。
　一方、同地区は、江戸時代からの都市骨格を現在も継承している貴重な歴史的市街地であり、そこには高田城跡、雁木や町家、寺町寺院群、近代の西洋風な建築群などの多様な歴史的建造物や、城下町の伝統文化・技術が現在も数多く現存して
いる。
　このような認識の下、当市では、高田のまちの「歴史資源」を積極的に活用し、市民との協働により同地区の活性化を目指す「歴史資源活用推進事業」を展開しているところであり、その具体的な戦略は、平成17年３月に提言を受けた「歴史的建造物を
活かした高田市街地活性化戦略」（以下「活性化戦略」）を踏まえて進めていくことにしている。
　当市では現在、市民と行政との協働により、活性化戦略が示す三つの方向での取組みを鋭意進めているところであり、市民の間でも既存のまちづくり協議会による活動の新たな展開や、新たな市民グループによる取組みも生み出されるなど、同地区に
おける、城下町高田の資源を活かしたまちづくりの機運は着実に高まりをみせている。
　当計画は、以上の経過を踏まえ、高田中心市街地の都市再生を図るための具体的な取組みの切口として、雁木通り地区を中心として、城下町高田の歴史資源を活かした”まちなか回遊観光”を推進するために必要な事業を総合的に推進するものであ
る。



都 市 再 生 整 備 計 画 の 整 備 方 針 等

計 画 区 域 の 整 備 方 針

そ の 他

ま ち な か 散 策 促 進 事 業 （提 案 事 業 ）

　○ 「歴 史 的 建 造 物 を活 か した 高 田 市 街 地 活 性 化 戦 略 」の 総 合 的 な 推 進
　　　・当 都 市 再 生 整 備 計 画 （以 下 「当 該 計 画 」）は 、平 成 １７年 ３月 に 市 民 ・専 門 家 か ら構 成 され る 検 討 委 員 会 か ら提 言 を受 け た 歴 史 的 建 造 物 を活 か した 高 田 市 街 地 活 性 化 戦 略 」（以 下 「活 性 化 戦 略 」）を踏 ま え 、当 市 が 今 後 ５ヵ年 の 間 で 主 として
　　　「取 組 み 方 向 ３：歴 史 的 建 造 物 を活 か した 観 光 化 の 推 進 」 として 推 進 す べ き 事 業 を掲 げ た もの で あ る 。事 業 の 推 進 に 当 た って は 、「活 性 化 戦 略 」が 掲 げ る 「取 組 み 方 向 １：歴 史 的 建 造 物 の 保 存 ・活 用 の た め の 仕 組 み づ くり」「取 組 み 方 向 ２：
　　　歴 史 的 建 造 物 を活 か した 魅 力 的 な 生 活 空 間 づ くり」に 関 す る 取 組 み と一 体 的 に 推 進 して い く。
　　　・当 市 で は 、当 該 計 画 の 推 進 に 当 た って は 、活 性 化 戦 略 の 理 念 と提 言 内 容 をふ ま え 、市 民 と行 政 との 協 働 に よ り実 現 をめ ざ して い くことに して い る 。
　　　　　【「歴 史 的 建 造 物 を活 か した 高 田 市 街 地 活 性 化 戦 略 」の 概 要 と、当 該 計 画 に お け る 各 事 業 の 関 わ り】
　　　　　　① 歴 史 的 建 造 物 を活 か した 高 田 市 街 地 活 性 化 の た め の 理 念 及 び 取 組 み 方 向
　　　　　　② 市 民 と行 政 との 協 働 に よ り推 進 す る 重 点 推 進 プ ロ ジ ェクト
　　　　　　　　※ 当 該 計 画 に て 実 施 す る ソフト事 業 （ま ち な か 散 策 促 進 事 業 （提 案 事 業 ））をは じめ ととした ６つ の 重 点 推 進 プ ロ ジ ェクト
　　　　　　③ 市 所 有 の 歴 史 的 建 造 物 の 保 存 ・活 用 方 針
　　　　　　　　※ 当 該 計 画 に て 整 備 を図 る ２つ の 拠 点 施 設 （町 家 再 生 型 多 機 能 拠 点 施 設 整 備 事 業 （基 幹 事 業 ）、新 職 人 町 町 家 交 流 施 設 整 備 事 業 （基 幹 事 業 ）等 の 保 存 ・活 用 方 針
　
　○ そ の 他 当 該 計 画 と整 合 ・連 携 を図 り推 進 して い く主 な 計 画 等
　　　・第 ３次 上 越 市 観 光 振 興 ５ヵ年 計 画 （Ｈ１８～ Ｈ２２）
　　　　　※ 施 策 の 方 向 「ま ち な み の 活 用 」の 、「歴 史 的 建 造 物 を活 か した ま ち づ くりの 推 進 」「雁 木 通 りの 保 存 活 用 の 推 進 」に お い て 、中 心 市 街 地 で の 「ま ち な か 回 遊 観 光 」の 推 進 を掲 げ て い る 。
　　　・上 越 市 （高 田 地 区 ）中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 ：改 正 中 活 法 を受 け 、基 本 計 画 を改 定 し、Ｈ２０年 １１月 １１日 に 内 閣 総 理 大 臣 の 認 定 済 。（事 業 年 度 ：Ｈ２０年 度 か ら５ヵ年 程 度 を見 据 え た 計 画 ）
　　　　　※ 当 該 計 画 の 事 業 区 域 は 、中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 に て 定 め る 事 業 区 域 を含 め た もの で あ る 。
　　　・歩 い て 暮 らせ る ま ち づ くり・高 田 地 区 実 施 計 画 ：平 成 １４年 ３月 に 策 定 済 。同 計 画 に お い て 重 点 事 業 として 掲 げ る 「雁 木 の ま ち 高 田 再 生 事 業 」を踏 ま え 、雁 木 の 保 存 ・活 用 に 関 す る 事 業 を実 施 中 。
　　　・上 越 市 住 宅 マ ス ター プ ラン ：平 成 １６年 ３月 に 策 定 済 。現 在 、同 計 画 に お け る 重 点 事 業 として 位 置 付 け た 「町 家 再 生 プ ロ ジ ェクト」を推 進 中 。
　　　・上 越 市 地 域 産 業 再 生 大 綱 ：平 成 １７年 ３月 に 策 定 済 。同 計 画 の ア クシ ョン プ ロ グ ラム に お け る 事 業 メニ ュー として 下 記 ３つ の 事 業 を推 進 中 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　① ま ち な か 回 遊 観 光 モ デ ル 事 業 　② 歴 史 資 源 活 用 新 ビ ジ ネ ス 創 出 支 援 事 業 　③ 歴 史 資 源 活 用 ネ ットワ ー ク形 成 事 業
　　　・上 越 市 景 観 計 画 ：平 成 ２１年 ７月 に 策 定 済 。現 在 、上 越 市 景 観 審 議 会 に お い て 、景 観 づ くり重 点 区 域 として 、「雁 木 通 り地 区 」「寺 町 地 区 」の 指 定 も視 野 に 入 れ た 今 後 の 取 組 を検 討 中 。

　○ 周 辺 地 区 に お け る ま ち づ くりとの 連 携
　　　・当 該 計 画 は 、高 田 市 街 地 の 内 、旧 城 下 町 の 区 域 （高 田 城 跡 、旧 家 中 、旧 町 人 町 （雁 木 通 り地 区 ）、寺 町 （一 部 ））を事 業 区 域 として 設 定 して お り、そ の 他 高 田 市 街 地 及 び 周 辺 地 区 の 整 備 とも連 携 を図 りな が らま ち づ くりを進 め る 。
　
  ○ 高 田 の 雁 木 通 りに つ い て
　　　・当 該 計 画 区 域 に あ る 「高 田 の 雁 木 」は 、国 土 交 通 省 に よ る 平 成 １７年 度 「手 づ くり郷 土 賞 （大 賞 部 門 ）」に 選 定 され た 地 域 に 根 ざ した 社 会 資 本 で あ る 。

  ○ 全 国 都 市 再 生 モ デ ル 調 査 の 成 果 の 活 用
　　　・当 該 計 画 区 域 内 で は 、寺 町 ・仲 町 都 市 再 生 協 議 会 が 平 成 16年 度 全 国 都 市 再 生 モ デ ル 調 査 を実 施 。当 該 計 画 は 、同 調 査 に お け る 市 へ の 提 言 を踏 ま え 策 定 。

　○ 暮 らし・に ぎ わ い 再 生 事 業
　　　・本 町 5丁 目 地 内 で 民 間 事 業 者 が 行 う「旧 高 田 共 同 ビ ル 再 生 事 業 」を支 援 し、多 くの 人 が ま ち へ 出 か け る な ど 、中 心 市 街 地 の 集 客 力 向 上 と周 辺 住 民 の 利 便 性 向 上 を図 る た め 、事 業 を推 進 中 。

  ○ 交 付 期 間 中 の 計 画 の 進 捗 管 理 に つ い て
　　　・行 政 内 部 ：当 該 計 画 及 び 上 記 関 連 計 画 等 に 基 づ く各 種 事 業 との 連 携 ・調 整 を円 滑 に 進 め 、着 実 な 成 果 を上 げ て い くた め に 、文 化 振 興 課 が 総 合 的 な 調 整 を行 う。
　　　・市 民 等 との 連 携 ：文 化 振 興 課 が 構 築 して い る 市 民 ・ま ち づ くり団 体 ・専 門 家 な ど との ネ ットワ ー クを活 用 し、そ れ らの ま ち づ くりの 担 い 手 との 協 働 に よ り事 業 推 進 を図 る 。

方 針 に 合 致 す る 主 要 な 事 業
整 備 方 針 １：ま ち な か 回 遊 観 光 の ”拠 点 ”とな る 歴 史 的 建 造 物 と、来 訪 者 の た め の 駐 車 場 の 整 備 　⇒ ま ち な か 回 遊 観 光 の 魅 力 あ る ”点 ”づ くり
　城 下 町 高 田 を回 遊 す る た め の ”魅 力 ”と”利 便 性 ”を兼 ね 備 え た 拠 点 施 設 として 、市 が 所 有 す る 歴 史 的 建 造 物 （右 記 の ２棟 ）の 整 備 を図 る 。ま た 、第 五 次 総
合 計 画 に お け る 高 田 市 街 地 の 整 備 目 標 像 「歴 史 と文 化 が 薫 り、人 が 回 遊 す る に ぎ わ い とや さしさの ま ち 」の 実 現 に あ た り、ノー マ ライ ゼ ー シ ョン の 観 点 か ら
の 新 た な ”交 流 ”を生 み 出 す とともに 、地 域 防 災 施 設 として 住 民 の 安 全 ・安 心 な 生 活 に も資 す る 拠 点 施 設 として （仮 称 ）上 越 地 域 交 流 セ ン ター を整 備 す る 。ま
た 、高 田 市 街 地 随 一 の 観 光 拠 点 で あ る 高 田 公 園 に お い て 、観 光 客 や 市 民 に とって の 憩 い の 空 間 として の 魅 力 向 上 を図 る と共 に 、当 該 公 園 を会 場 とした 「高
田 城 百 万 人 観 桜 会 」の 魅 力 向 上 の た め の 事 業 を推 進 し、ま ち な か 回 遊 観 光 の 誘 客 の 増 加 を図 る 。

町 家 再 生 型 多 機 能 拠 点 施 設 整 備 事 業 （基 幹 事 業 ）、新 職 人 町 町 家 交 流 施 設 整 備 事 業 （基 幹 事 業 ）、
高 田 公 園 再 整 備 事 業 （基 幹 事 業 ・提 案 事 業 ）、観 桜 会 魅 力 充 実 事 業 （提 案 事 業 ）、寺 町 駐 車 場 整 備
事 業 （関 連 事 業 ）、（仮 称 ）上 越 地 域 交 流 セ ン ター 整 備 事 業 (基 幹 事 業 ・提 案 事 業 ）、本 城 町 広 場 整 備
事 業 （基 幹 事 業 ）、高 田 公 園 情 報 板 整 備 事 業 （基 幹 事 業 ）

整 備 方 針 ２：ま ち な か 回 遊 観 光 の ”ル ー ト”として の 道 路 ・橋 梁 等 の 整 備 と雁 木 通 りの 保 存 ・活 用 の 推 進 　⇒ ま ち な か 回 遊 観 光 の ”点 ”を”線 ”に つ な ぐ取 組 み
　整 備 方 針 １に よ り整 備 す る 拠 点 をつ な ぎ 、ま ち な か を回 遊 す る た め の ル ー トづ くりとして 道 路 ・橋 梁 等 の 施 設 を整 備 す る と共 に 、ま ち な か 回 遊 の た め の しか
け として 、マ ップ の 発 行 や ガ イ ドに よ る 案 内 な ど の ソフト事 業 を展 開 す る 。ま た 、観 光 客 及 び 地 域 住 民 が 安 全 ・安 心 ・快 適 な ま ち 歩 き が で き る よ うに 交 通 環 境
の 整 備 を推 進 す る 。

小 姓 人 橋 新 設 事 業 （提 案 事 業 ）、市 道 市 之 橋 東 本 町 線 道 路 改 良 事 業 （基 幹 事 業 ）、雁 木 整 備 事 業 補
助 金 制 度 （提 案 事 業 ）、観 桜 会 魅 力 充 実 事 業 （提 案 事 業 ）、高 田 公 園 隣 接 歩 道 照 明 整 備 事 業 （基 幹
事 業 ）

整 備 方 針 ３：ま ち な か 回 遊 観 光 を契 機 とした 市 民 と行 政 との 協 働 に よ る ま ち づ くりの 推 進 　⇒ ま ち な か 回 遊 観 光 の ”点 ”と”線 ”を”面 ”に 拡 げ る た め の 取 組 み
　整 備 方 針 １、２に よ り整 備 を図 る 施 設 等 を効 果 的 に 活 用 す る と共 に 、そ れ らの 整 備 を契 機 として 市 民 と行 政 との 協 働 に よ る ま ち づ くり活 動 を拡 大 す る た め の
ソフト事 業 を展 開 す る 。ま た 、そ の た め に 市 所 有 の 歴 史 的 建 造 物 の 整 備 に 当 た って は 、観 光 拠 点 として の 機 能 の み な らず 、日 常 的 に 市 民 が 集 え る 場 として
の 機 能 も確 保 し、地 域 住 民 の ま ち づ くり活 動 の 活 性 化 も合 わ せ て 実 現 す る 。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 地方道 上越市 直 W=6ｍ、L=512m Ｈ１７ Ｈ２０ Ｈ１８ Ｈ２０ 41 37 37 37
公園 上越市 直 A=48.1ha Ｈ１９ Ｈ２２ Ｈ１９ Ｈ２２ 63 63 63 63
古都及び緑地保全事業
河川
下水道 －
駐車場有効利用システム －
地域生活基盤施設 上越市 直 A=6,274㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 49 49 49 49

上越市 直 A=1,270㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 5 5 5 5
上越市 直 Ｎ＝48基 Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 20 20 20 20

高質空間形成施設 上越市 直 Ｎ＝8基 Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 17 17 17 17
高次都市施設 －
既存建造物活用事業 高次都市施設 上越市 直 － Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 234 234 234 234

高次都市施設 上越市 直 A=6,274㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 420 420 420 420
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業 　
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 849 845 845 845 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
民間 間 － Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 29 29 20 20
上越市 直 Ｌ=19.1m Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 30 30 30 30
上越市 直 A=3,200㎡ Ｈ１９ Ｈ２２ Ｈ１９ Ｈ１９ 73 73 73 73
上越市 直 A=6,274㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 554 554 554 554

－
－

上越市 直 － Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 6 6 6 6
民間 間 － Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２１ 11 11 11 11

合計 703 703 694 694 …B
合計(A+B) 1,539

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
上越市 国土交通省 L=520m ○ Ｈ１７ Ｈ１８ 146
上越市 － ○ Ｈ１８ Ｈ２２ 281
上越市 国土交通省 A=18,000㎡ ○ Ｈ２０ Ｈ２４ 4,000

合計 4,427

道整備交付金事業 市道駅裏大貫線
寺町駐車場整備事業

暮らし・にぎわい再生事業 高田地区

9

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 （いずれかに○） 事業期間 全体事業費

－

まちづくり活
動推進事業

まちなか散策促進事業 －
観桜会魅力充実事業

－
（仮称）上越地域交流センター整備事業 －

事業活用調
査

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

雁木整備事業補助金 ー 9
小姓人橋新設事業 －
高田公園再整備事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－
まちなか交流拠点施設整備事業（２棟 ）

（仮称）上越地域交流センター整備事業

本城町広場整備事業
高田公園情報板整備事業
高田公園隣接歩道照明整備事業

－
－

（仮称）上越地域交流センター整備事業

高田公園

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

市道市之橋東本町線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間

交付対象事業費 1,539 交付限度額 531.9 国費率 0.346



都市再生整備計画の区域

　高田雁木通り地区（新潟県上越市） 面積 637 ha 区域
本町2・3・4・5・6・7丁目、北本町1・2丁目、仲町3・4・5・6丁目、大町1・2・3・4・5丁目、大手町、本城町、東本町1・2丁目、北城町1・2・3・4丁
目、南城町1・2・3・4丁目、西城町1・2・3・4丁目、寺町2丁目の全部及び、南本町1・2・3丁目、本町1丁目、北本町3・4丁目、仲町1・2丁目、
東城町1・2・3丁目、丸山新田、寺町1・3丁目、東本町3・4・5丁目、幸町、栄町、大貫の一部

Ｎ

1000m0 500m

至 上越高田 ＩＣ

ＪＲ高田駅 ＪＲ南高田駅 ＪＲ信越本線

関川

国道１８号線

本町商店街

高田公園（高田城跡）

凡 例

事業区域

雁木通り

青田川

高田雁木通り地区（６３７ｈａ）


